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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
川は古来から私たちの日常生活に強い結びつきを持ち、そうした関係は河川沿線に様々な形で残されている。筑後川ではその一つとして水神祠が多く祀られている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本研究では、筑後川沿川に立地する水神祠の建立理由を考察することにより、人々の暮らしと筑後川との歴史的な関係性や流域の特性を明らかにする。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
立地特性から建立理由を推測し、聞き取り調査から建立理由を明らかにする
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
水天宮とは久留米に総本山とし、祭神を天御中主神、安徳天皇、高倉平中宮（建礼門院）、平二位時子（平清盛妻）である神社を指す
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
渡しに水神祠が祀られると仮定すると、前述の「川港」「川漁」では川舟の乗り手が川舟の安全の願いを込めて水神祠を祀っている。このように川舟にまつわる水神祠も渡しも同様に川舟安全を願い、「67古北」のように生活で利用する集落住民や渡し船の船頭が祀ったと想像される。前述の「3.7川漁」より川漁にまつわる水神祠は川漁が失われ、川舟安全の思いを水神祠に託すことが失われ、「59,60沖野」のように水神祠のお祭りをすることがなくなった例も存在した。この川漁にまつわる水神祠と同等、渡しも橋が建造されること託された思いが失われ、水害等によりいつの間にか姿を失ったとも考えられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
渡守が祀った。殉職者の名前もある。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査結果を参考に行った考察より、水神祠は筑後川沿川住民の川に対する思いから建立された存在であり、水神祠に対する思いを託された水神祠であることを指摘した
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